
ＴＩＣＡＤ８ 

岸田総理開会式スピーチ 

令和４年８月２７日 ９時２０分～１０時３５分 

（於：パレデコングレ） 

１ 冒頭 
●サイード・チュニジア共和国大統領、 

サル・セネガル共和国大統領、 

御列席の皆様、 

初のアフリカ開催となったナイロビでのＴＩＣＡＤ６に、安倍

元総理と共に外相として参加してから６年。今回、総理大臣と

して、チュニジアでＴＩＣＡＤ８を開催することができ、大変
嬉しく思います。私自身はオンライン参加となりましたが、ア

フリカ開発への思いは変わらず、ＴＩＣＡＤを通じ、皆様とと

もに、日・アフリカ関係を一層深化させていく決意です。 
 

●２０５０年には世界の人口の４分の１を占めると言われるアフ

リカは、若く、希望にあふれ、ダイナミックな成長が期待でき
る大陸です。 

 

●日本を代表する建築家である隈
くま

研
けん

吾
ご

氏。彼の建築家としての原
点は西アフリカにあるとのことです。彼は若き頃に魅せられ自

分を育ててくれたアフリカで、今度はアフリカの若者の育成に

取り組もうとしています。隈氏が昨年の東京オリンピック・パ
ラリンピックのメインスタジアムを設計したように、将来、こ

うした若者がそれぞれの国を代表する建築物を設計するように

なれば素晴らしいことでしょう。 
 

●日本は、アフリカと「共に成長するパートナー」でありたい。

日本はアフリカの課題克服に共に取り組むことにより、アフリ
カの成長に力強く貢献する。それを通じて日本も学び、成長す

る。そして、日本は「人」に注目した日本らしいアプローチで

取組を推進します。これにより、「成長と分配の好循環」など
を通じ、アフリカ自身が目指す強靱なアフリカを実現していき

たい、これが私の考えです。 
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２ 「共に成長するパートナー」としての取組 

●ＴＩＣＡＤ７で表明した２００億ドルの対アフリカ民間投資は、
この３年間で概ね実現しました。今回、ＴＩＣＡＤ８では、人

間一人ひとりを重視するアプローチ、すなわち、「人への投資」、

「成長の質」を重視しています。日本は、官民あわせて今後３
年間で総額３００億ドル規模の資金の投入を行います。 

 

●具体的には、第一に、グリーン成長の促進です。「アフリカ・
グリーン成長イニシアティブ」を立ち上げ、官民あわせて４０

億ドルの投資をしていきます。 

 
●第二に、投資の促進です。特に、活力ある日本とアフリカの若

者が取り組むスタートアップに焦点を当てていきます。 

 
●第三に、アフリカの人々の生活を向上させるため、最大約５０

億ドルのアフリカ開発銀行との協調融資を実施します。これは、

債務健全化の改革を進め、強靭で持続可能なアフリカを支援す
るために、日本が新たに創設する特別枠最大１０億ドルを含む

ものです。 

 
●第四に、新型コロナの拡大は、感染症対策の重要性を改めて浮

き彫りにしました。日本は、人間の安全保障の理念に立脚し、

アフリカを中心に、エイズ、結核、マラリアといった三大感染
症対策支援及び保健システム強化に貢献するべく、本日、グロ

ーバルファンドの第７次増資に関し次の３年間で最大１０．８

億ドルを新たに拠出することを表明します。 

 

●第五に、人材育成です。アフリカと日本の未来を支えるのは

「人」です。日本は長年アフリカにおける「人づくり」に貢献
してきました。例えば、ガーナにある野口記念医学研究所では、

日本が設立以来４０年にわたり、現地の研究者育成に貢献し、

今では彼らが西アフリカにおける新型コロナ対応の最前線を担
っています。 
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●こうした成果も踏まえ、産業、保健・医療、教育、農業、司

法・行政等の幅広い分野で、今後３年間で３０万人の人材を育
成します。 

 

●「アフリカの若者のための産業人材育成イニシアティブ」は、
これまで約４，０００人のアフリカの若者を、日本とアフリカ

のビジネスをサポートする「水先案内人」として育成してきま

した。 
 

●コートジボワールから参加したトレボーさんもその一人です。

彼は、日本で学んだ技術を活かし、母国でより多くの若者に大
学で学ぶ機会を提供するため、奨学金情報が検索できるアプリ

を開発しました。トレボーさんのような、日本で学んだ多くの

「水先案内人」が、次世代のアフリカビジネスを担い、母国が
抱える社会課題解決に取り組み、日本とアフリカの多層的なネ

ットワークを生み出しています。 

 
●人の往来の再活性化も重要です。今般、多くのアフリカ諸国を

含め、新型コロナの感染が落ち着いている国・地域については、

日本人が海外へ渡航する際の感染症危険情報のレベルを引き下
げました。日本とアフリカの間で「人」の活躍が拡大するよう

期待しています。 

 
●第六に、地域の安定化です。それは、「人」が潜在力を発揮す

る前提であり、アフリカの成長を実現する上で不可欠です。ザ

ンビアでは、ＪＩＣＡの難民に対する生計向上支援を通じ、元

難民の女性が学校に行ってビジネスに挑戦したいと夢を語るま

でになりました。難民支援だけでなく、彼らが自立して生計を

立てられるところまで支援し、持続的な安定した社会の実現ま
でカバーすることが日本の支援の特徴です。 

 

●アフリカ、そして世界の平和と繁栄を実現するためには、ルー
ルに基づく自由で開かれた国際秩序の維持・強化が必要です。

「自由で開かれたインド太平洋」の推進、安保理改革を含む国

連全体の機能強化等に向け、アフリカと日本との連携を様々な
レベルで強化していきます。 



 

4 
 

●「核兵器のない世界」に向けても、アフリカ諸国と協働してい

きます。現下の情勢において、「核兵器のない世界」への道の
りが一層厳しい状況にある中、私は自ら、今月１日、ＮＰＴ運

用検討会議に出席し、５つの行動を基礎とする「ヒロシマ・ア

クション・プラン」を提唱するとともに、各国の建設的対応を
呼びかけ、日本として意義ある成果を収めるべく力を尽くし、

締約国間で真剣な議論が行われました。それにもかかわらず、

最終段階でロシアが反対したことにより成果文書が採択されな
かったことは極めて残念です。 

 

●しかし、多くの締約国がＮＰＴを維持・強化していくことの重
要性を改めて表明しました。日本としては、核兵器国・非核兵

器国の双方が参加するＮＰＴを引き続き維持・強化していくこ

とこそが、核軍縮に向けた唯一の現実的な取組であるとの信念
をもって、アフリカ諸国とともに、現実的な取組を進めていき

ます。 

 
 

３ ウクライナ情勢、食料安全保障 

●ロシアによるウクライナ侵略は、国際秩序の根幹を揺るがす行
為です。ルールに基づく国際秩序を諦め、力による一方的な現

状変更を許せば、その影響はアフリカにも、そして世界全体に

も広がります。これまでの国際社会の前向きな歩みを後戻りさ
せてはなりません。 

 

●侵略の継続により、ウクライナからの穀物輸出が妨げられ、ア

フリカにおける食料危機がこれまで以上に深刻なものとなって

います。アフリカのパートナーである日本として、この状況の

改善に全力を尽くします。 
 

●このため、先般、アフリカ諸国への食料支援として、約１．３

億ドルの拠出を決定しました。これに加え、アフリカ開発銀行
との協調融資で３億ドルの食料生産強化支援や２０万人の農業

人材育成を行います。 
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●アフリカにおける食料安全保障を強化するためには、国際的な

連携も重要です。日本として、国際社会と連携して取組を強化
していきます。 

 

４ 結語 
●日本は、ＴＩＣＡＤ８における議論も踏まえ、来年開催するＧ

７広島サミットも見据え、アフリカと「共に成長するパートナ

ー」として、引き続き、アフリカのオーナーシップを基盤とす
るアフリカの成長に力強く貢献していきます。 

 

●ネルソン・マンデラ元大統領の「大きな山に登ってみると、人
はただ、さらに登るべきたくさんの山があることを見出す」と

いう言葉のとおり、まさに我々には登らなければいけない山が

たくさんあります。日本はこの山々をアフリカと共に登りたい
のです。この２日間、皆さんとの充実した議論を楽しみにして

います。 

 
●ご静聴ありがとうございました。 

（了） 


